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学生募集要項 

 
 
 

     【第Ⅰ期募集】 
 

                         
出願期間 令和２年８月２６日(水)～９月２日(水)【必着】 

                                

                   
試験期日 令和２年９月２６日(土) 

                             
 
 

     【第Ⅱ期募集】  

 
                           

出願期間 令和２年１２月４日(金)～１２月１０日(木)【必着】 
学校マネジメントコースは１２月１５日(火)まで 

                                   

                      
試験期日 令和２年１２月２０日(日) 

                              
 
 

秋田大学大学院教育学研究科 

 
 

〒010-8502 秋田市手形学園町１番１号 
 

018-889-2507 
 
 
新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては，急な変更もあり得ます。 

その場合は，本研究科の入試関連ウェブページで周知いたします。 

https://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/graduate/graduate_admission.html 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入学志願者の個人情報保護について 
 
  本学では，提出された出願書類より志願者の個人情報を取得し，また，入学試験の実
施により受験者の個人情報を取得しますが，これらの個人情報は，下記の目的で利用し
ます。 
 【利用目的】 
○ 入学者選抜に関する業務（統計処理などの付随する業務を含む。）に利用します。 
○ 入学手続完了者にあっては，入学後の学籍管理，学習指導，学生支援関係業務および

授業料徴収業務に利用します。 
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秋田大学大学院教育学研究科の目的および 
各専攻のアドミッション・ポリシー 

 

 

目 的 
 
 教育学研究科は，教育に関わる理論と実践の往還を通じて，学校現場から課題を抽出し，多様
な人々と連携協働しながら，組織的に課題を解決するとともに，地域に蓄積された実践知の継承
と創造に取り組む意欲と力量を有する，高度な教育専門職としての初等中等教育教員の養成と，
その教員や学校を支援し，地域の発展に貢献できる高度専門職業人の養成を目的とします。 

 
アドミッション・ポリシー 
 

心理教育実践専攻（修士課程） 

 

 本専攻では，次のような人材を求めています。 

 

１．人を取り巻く社会・地域・家庭環境を幅広くとらえる視点，カウンセリングマインド，発達障

害などの正しい理解と高度な対応能力を備えた高度専門職業人となることを志向する人 

２．将来，地域に住む人々のさまざまな心の問題を支援したいという意思を持つ人 

 

※入学前に勤務校や大学等で修得すべき内容 

・心理学及び臨床心理学に関する一般的な知識 

・心理統計法を駆使して、観察記録を含む自分の研究データを分析する技能 

・多様な人々の考えや行動を受容しコミュニケーションを行うことができるための教養 

・自らの研究や臨床実践に応用できるようにするため、国内外から発信される心理学的研究に

関する学術論文から内容が理解できる日本語と英語の語学力 

 

入学者選抜の基本方針 

 
 筆記試験では，主として「知識・技能」,「思考力・判断力・表現力」を評価し，口述試験では 

提出された出願書類を活用して，主として「知識・技能」,「主体性および多様な人々との協働性」

を評価します。 

 
入学者選抜方法における重点評価項目 

入試区分 選抜方法 知識・技能 

思考力・判断力・表現力 主体性および多様な人々との協働性 

思考力・ 

判断力 
表現力 主体性 

多様な人々

との協働性 

現職教員 

学部卒 

筆記試験 ○ ○ ○     

口述試験 ○     ○ ○ 

出願書類 ○     ○   
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教職実践専攻（専門職学位課程・教職大学院） 
 
 本専攻では，次のような人材を求めています。 
 
１．学問への探究心を持ち，理論と実践の往還を通じて学校現場の課題を解決し，主体性と創造 
 性を持って実践知の継承と創造に取り組む人 
 
２．現職教員院生は，スクールリーダーや学校改革，学校マネジメントの中核となって学校現場の 
 課題を解決していくにふさわしい幅広い視野と教養，実践的な知識・技能と，それらを活用して 
 課題解決するために多面的，実践的な思考力・判断力・表現力を身につけている人 
 
３．学部卒院生は，学校現場において即戦力として学校現場の課題を解決していくにふさわしい学 
 校教育に関する基礎的な知識・技能と，それらを活用して課題解決するために必要な思考力・判 
 断力・表現力を身につけている人 
 
※入学前に勤務校や大学等で修得すべき内容 
１．現職教員院生 
  ・学問への探究心，学校現場に必要な主体性と創造性 
  ・学校教育に関する幅広い視野と教養，実践的な知識・技能 
  ・学校現場の課題解決をするために必要な思考力・判断力・表現力 
 
２．学部卒院生 
  ・学問への探究心，学校現場に必要な主体性と創造性 
  ・学校教育に関する基礎的な知識・技能 

・学校現場の課題解決をするために必要な思考力・判断力・表現力 
 

入学者選抜の基本方針 
 
１．現職教員院生 
  口述試験では，提出された出願書類を活用して，主として「知識・技能」,「思考力・判断力・
表現力」,「主体性および多様な人々との協働性」を評価します。 

 
２．学部卒院生 
  筆記試験では，主として「知識・技能」,「思考力・判断力・表現力」を評価し，口述試験では 
 提出された出願書類を活用して，主として「知識・技能」,「主体性および多様な人々との協働性」

を評価します。 
 
入学者選抜方法における重点評価項目 

入試区分 選抜方法 知識・技能 

思考力・判断力・表現力 
主体性および多様な人々との

協働性 

思考力・ 

判断力 
表現力 主体性 

多様な人々と

の協働性 

現職教員 
口述試験 ○ ○ ○ ○ ○ 

出願書類 ○     ○   

学部卒 

筆記試験 ○ ○ ○     

口述試験 ○     ○ ○ 

出願書類 ○     ○   
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１ 募集人員

専攻およびコース 
       募集人員（２６名） 

現職教員    学部卒 

 

心理教育実践専攻 

(修士課程) 

 

 

 

 

心理教育実践コース 

（臨床心理学） 

 

 

 

 

 

 

            ６名 

 

 

 

 

教職実践専攻 

(専門職学位課程・教職大学院) 

 

 

学校マネジメントコース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０名程度 

 

 

 

 

     － 

 

 

 

カリキュラム・授業開発 

コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０名程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達教育・特別支援教育 

コース 
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 ２ 募集対象等

  専攻およびコース 募集対象 養成する人材 カリキュラム等の特徴（標準修業年限） 

 

心理教育実践

専攻 

(修士課程) 

 

 

 

 

心理教育実

践コース 

（臨床心理

学） 

 

 

 

○こころの専門家と

しての基礎的・基本

的な資質能力を修得

した者 

 

○スクールカウン

セラー等のこころ

の相談にあたる専

門家 

 

○公認心理師，臨床心理士および学

校心理士の受験資格認定の基準に基

づいたカリキュラムに，地域に直結

した現場実習を組み合わせて，スク

ールカウンセラー等を養成するカリ

キュラム。 

 

（標準修業年限２年） 

 

教職実践専攻 

(専門職学位課

程・教職大学

院) 

 

 

 

学校マネジ

メントコー

ス 

 

 

 

○現場での一定の教

育経験を有する幼・

小・中・高，および

特別支援学校の現職

教員 

 

 

○学校運営や改革

を推進する管理職 

 

○共通科目は必修１６単位とする。 

○コース科目は必修４単位とする。 

○コース科目又は他コース科目から

選択４単位とする。 

○共通科目，コース科目，他コース

科目及び教職実践コース横断型研究

科目から選択１０単位とする。 

○実践省察科目は２単位とする。 

○実践実習科目は１０単位とする。 

 

（標準修業年限２年。ただし一定の

要件を満たす場合は１年となる。＜

次頁参照＞） 

 

カリキュラ

ム・授業開

発コース 

 

 

 

 

○学部卒業(予定)者

で，教員としての基

礎的・基本的な資質

能力を修得した者 

○現場での一定の教

育経験を有する幼・

小・中・高の現職教

員 

 

○高度な授業力や

カリキュラム開発

力，教科指導力を

備え，校内の授業

研究をリードでき

る教員 

 

 

○共通科目は必修２０単位とする。 

○コース科目は自コース科目から８

単位，他コース科目を含めて４単位

とする。 

○実践省察科目は４単位とする。 

○実践実習科目は１０単位とする。 

○現職教員は２年次，勤務校に復 

帰する。 

○カリキュラム・授業開発コースの

小学校志望者は小学校英語に関する

科目を必修とする。 

 

（標準修業年限２年） 

 

発達教育・

特別支援教

育コース 

 

 

 

 

○学部卒業(予定)者

で，教員としての基

礎的・基本的な資質

能力を修得した者 

○現場での一定の教

育経験を有する幼・

小・中・高，および

特別支援学校の現職

教員 

 

○学級経営，教育

相談，特別支援教

育等を担う高度な

専門性を有する教

員 
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教職実践専攻 学校マネジメントコースについて 

(1) 修業年限 

 学校マネジメントコースに入学する者で，次の要件のすべてに該当する場合は修業年限を１年とする。 

① 秋田県教育委員会派遣現職教員等で教職経験が１５年以上ある者，または，同等の教育実践経験がある者。 

 ② 教育職員免許状（一種）を有する者 

③ 教育実践概要（様式２）により，判定委員会の審査で可とされた者。 

   ただし，修業年限が１年の場合，修了後１年間は教職大学院の継続的な指導を受けなければならない。 

※修業年限１年と認められた者は実習６単位を免除することの代替として，教職経営リフレクションレポートⅠ

（前期），教職経営リフレクションレポートⅡ（後期）を提出する。実習免除は，これまで学校教員として，ミ

ドルリーダーとしての教育実践を十分に積んでいることを前提とするものであるため，その適否をレポートによ

って判定する。さらに，修了後一年間は教職大学院の継続的な指導を受け，学校経営改善アクションプランを提

出するものとする。 

 

 (2) 研究領域 

学校マネジメントコース入学者は，研究領域について次のいずれかを選択する。 

 ① 学校経営研究（各学校の管理職として学校改革や学校マネジメントを推進する者を対象） 

② 教職高度化研究（各学校の中核となるスクールリーダーまたは指導主事等になり得る者を対象） 

 

教育職員免許法による専修免許状について 

 教職実践専攻においては，免許状取得のために必要な教職課程認定科目を修得することにより，専修免許状を取

得することができる。ただし，専修免許状の所要資格を得ようとする場合には，取得しようとする専修免許状（中

学校教諭および高等学校教諭専修免許状については，その免許教科）の一種免許状を有することが必要である。 

 なお，本研究科の教職実践専攻で取得できる専修免許状は次のとおりである。 

コ ー ス 取得できる免許状学校種 教科・領域 

 

 

 

 

学校マネジメントコース 
カリキュラム・授業開発コース 
発達教育・特別支援教育コース 

幼稚園  

小学校  

 
 
中学校 

 
国語，社会，数学，理科，音楽，美術， 
 
保健体育，家庭，技術，英語 
 

 
 
高等学校 

 
国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽， 
 
美術，保健体育，家庭，工業，情報，英語 
 

特別支援学校 知的障害者・肢体不自由者・病弱者 
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 ３ 出 願 資 格

  次の(1)から(9)までのいずれかに該当する者とする。 

ただし，教職実践専攻の各コースにおいては，(1)から(9)までのいずれかに該当し，かつ，

教育職員免許法による幼稚園，小学校，中学校，高等学校もしくは特別支援学校の教諭の専修

免許状，一種免許状または二種免許状を有する者および令和 3 年 3 月までに取得見込みの者と

する。 

 (1) 大学を卒業した者および令和 3 年 3 月までに卒業見込みの者 

 (2) 学校教育法第 104 条第 7 項の規定により学士の学位を授与された者および令和 3 年 3 月ま

でに授与される見込みの者 

 (3) 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者および令和 3 年 3 月までに修了

見込みの者 

 (4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における 16 年の課程を修了した者および令和 3 年 3 月までに修了見込みの者 

 (5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了

した者および令和 3 年 3 月までに修了見込みの者 

 (6) 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が定める日以後に修了した者および令和 3 年 3 月

までに修了見込みの者 

 (7) 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5 号） 

 (8) 大学に 3 年以上在学し，または外国において学校教育における 15 年の課程を修了し，所

定の単位を優れた成績をもって修得した者および令和 3 年 3 月 31 日までに修得見込みの者

と本研究科において認めた者 

 (9) 本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で，令和 3 年 3 月 31 日までに 22 歳に達する者 

 

 注 1）(7)に該当する者は，大学を卒業していない者であって，「教育職員免許法による小学校，

中学校，高等学校もしくは幼稚園の教諭もしくは養護教諭の専修免許状または 1 種免許状

を有する者で令和 3 年 3 月 31 日までに 22 歳に達する者」等。 

 注 2）(9) に該当する者は，短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校の卒業者等。 

 注 3）上記(8)(9)により出願する場合は，資格審査を行いますので，あらかじめ秋田大学入試

課教育文化担当へ「出願資格認定審査申請書」用紙を請求し,第Ⅰ期出願者は，令和 2 年 8

月 3 日(月)，第Ⅱ期出願者は令和 2 年 11 月 13 日(金)(必着)までに提出してください。な

お，資格審査の結果については，追って本人宛て通知します。 

 

 ４ 出 願 手 続

  (1) 出 願 期 間      

                                      

第Ⅰ期入学試験 令和２年 ８月２６日(水)から ９月  ２日(水)まで（必着) 

                             

     第Ⅱ期入学試験 令和２年１２月 ４日(金)から１２月１０日(木)まで（必着) 

       学校マネジメントコースは１２月１５日(火)まで（必着） 

＊持参する場合の受付時間は，平日の９時から 16 時までとします。ただし，土・日は受

け付けを行いません。郵送の場合は，郵送期間を十分考慮して送付してください。 

 

 (2)  出 願 方 法      

    出願書類等を一括し，本要項に添付されている「出願用封筒」に入れて提出してください。

    なお，郵送の場合は必ず「速達簡易書留」としてください。 
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  (3) 出願書類等 

 【全員が提出するもの】 

書  類  等 摘                 要 

入 学 志 願 票         本研究科所定の用紙(本要項とじ込み)に，所要事項を記入してください。 

受 験 票 ・ 写 真 票         

本研究科所定の用紙（本要項とじ込み）に所要事項を記入し，出願前３か月以内に

撮影した写真２枚を，それぞれ所定の欄に貼付してください。(写真は，上半身，正

面向き，無帽で，たて４cm･よこ３cmの同じものにしてください。) 

検 定 料         

 

        ・ 

 

振替払込受付証明書         

貼 付 台 紙         

検定料は３０，０００円です。 

本学所定の払込取扱票に志願者本人の氏名その他必要事項を記入し，原則として，

第Ⅰ期入学試験は令和 2 年 8 月 12 日(水)以降出願前まで， 第Ⅱ期入学試験は令和 2

年 11 月 19 日(木)以降出願前まで，ゆうちょ銀行または郵便局の窓口で払込をして

ください。ＡＴＭ(現金自動預払機)は利用しないでください。(振込手数料は負担願

います。)払込の際に受領する「振替払込受付証明書」を台紙にしっかりと貼付して

ください。台紙には氏名を記入してください。出願手続完了後は，いかなる理由が

あっても既納の検定料は返還しません。ただし，検定料の振込後に出願しなかった

場合は検定料を返還しますので，原則として，第Ⅰ期入学試験は令和 2 年 9 月 3 日

(木)から 9 月 9 日(水)，第Ⅱ期入学試験は令和 2 年 12 月 16 日(水)から 12 月 23 日

(水)までの間に，秋田大学経理・調達課(℡018-889-2234)に申し出てください。 

卒業証明書または         

卒 業 見 込 証 明 書         

出身（在学）大学長または学部長が作成したもの。（コピー不可） 

証明書と氏名が変わっている場合は，戸籍抄本を添付してください。外国語で書か

れた証明書等には，その日本語訳を添付してください。 

成 績 証 明 書         
出身（在学）大学長または学部長が作成したもの。（コピー不可） 

外国語で書かれた証明書等には，その日本語訳を添付してください。 

あ て 名 票         
合格通知用および入学手続書類送付用とするため，本要項に添付されている「あて

名票」に志願者の郵便番号，住所および氏名を記入してください。 

受験票等送付用封筒         

本要項に添付されている封筒に374円分の切手を貼り,志願者の郵便番号，住所およ

び氏名を明記してください。 

第Ⅱ期の教職実践専攻学校マネジメントコース受験者は不要。 

 

 【該当者が提出するもの】 

書  類  等 該当者 摘               要 

入 学 同 意 書         現 職 教 員       

現に公立学校等に在職している者で現職のまま入学するため受験する

者は，在籍機関の長の同意書（本要項とじ込み。様式１）を提出して

ください。（下表参照） 

制度別同意書発行者 

 

 

 

 

 

 

 

 
 大学院への派遣研修 14条特例 

大学院修学   

休業制度 

 

 

 

 

 

 

 

公立の幼稚園，小学

校及び中学校教諭 
市町村教育委員会 市町村教育委員会 学校長 

都道府県立学校教諭 都道府県教育委員会 都道府県教育委員会 学校長 

私立学校教諭 任命権者 任命権者 任命権者 
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推 薦 書         現 職 教 員       

現に国公私立学校等に在職している者で現職のまま入学するため受験

する者は，在籍機関の長が作成し，厳封した推薦書（本要項とじ込み

）を提出してください。ただし，修学休業制度等を利用して，個人と

して受験する者は，教職実践専攻学校マネジメントコースを受験する

者を除き，提出する必要はありません。 

教 育 実 践 概 要         

教職実践専攻

を受験する現

職教員 

本研究科所定の様式に，所要事項を記入して提出してください。 

※本研究科所定の用紙（本要項とじ込み。様式２）に手書きで所要事

項を記入するか，本研究科ホームページ（https://www.akita-u.ac.j

p/eduhuman/graduate/）から様式２をダウンロードして入力・印刷す

るか，いずれかの方法で提出してください。 

テーマ等希望調書         
教職実践専攻

を受験する者 

本研究科所定の様式に，所用事項を記入して提出してください。 

※本研究科所定の用紙（本要項とじ込み。様式３）に手書きで所要事

項を記入するか，本研究科ホームページ（https://www.akita-u.ac.j

p/eduhuman/graduate/）から様式３をダウンロードして入力・印刷す

るか，いずれかの方法で提出してください。 

認 定 心 理 士 資 格         

証 明 書 の 写 し         

心理教育実践 

専攻志願者で 

該当する者      

認定心理士または仮認定心理士の資格を持つ志願者は証明書の写し（

コピー）を提出してください。なお，これらの資格の有無は受験資格

要件ではありません。 

研 究 希 望 調 書         
心理教育実践専

攻を受験する者 

本研究科所定の様式に，入学後に希望する研究分野および研究の概要

を記入してください。 

※本研究科所定の用紙（本要項とじ込み。）に手書きで所要事項を記

入するか，本研究科ホームページ（https://www.akita-u.ac.jp/eduh

uman/graduate/）から様式をダウンロードして入力・印刷するか，い

ずれかの方法で提出してください。 

在 職 証 明 書         
心理教育実践専

攻を受験する者 

現に学校等に在職している非常勤講師等で，学力検査科目のうち英語

を小論文で受験することを希望する者は，勤務学校長または，教育委

員会等が作成した在職証明書を提出してください。 

長期履修に関する         
申 請 書         

 
長期履修学生制度       
適 用 希 望 者       
 

長期履修学生制度の適用を希望する者は，本研究科所定の用紙（本要

項とじ込み。様式４）に，所要事項を記入し，在職証明書等（在職が

確認できる任意の様式）とあわせて提出してください。 

教職チャレンジに関する         

申 請 書         

教 職 チ ャ レ ン ジ 

適 用 希 望 者       

教職チャレンジプログラム（p.13参照）の適用を希望する者は，本研

究科所定の用紙（本要項とじ込み。様式５）に，所要事項を記入して

提出してください。 

学位授与証明書または学位         

授与申請に係る証明書         

出願資格の(4) 

該 当 者       

大学改革支援・学位授与機構が発行した学位授与証明書または在籍す

る短期大学長または高等専門学校長が学位の授与を申請する予定であ

る旨を証明したもの。 

 

 (4) 出願書類等の提出先 

     秋田大学入試課教育文化担当 

      〒010-8502 秋田市手形学園町１番１号   ☎018-889-2507 

 (5) 出願についての留意事項 

① 出願書類に不備がある場合は，受理しません。 

② 受け付けた出願書類の返還および記載事項の変更は認めません。 

③ 出願手続等に不正の事実があった場合は，入学許可後であっても入学許可を取り消すこ

とがあります。 

④ Ⅱ期の教職実践専攻学校マネジメントコースの受験者のみ出願書類受理の連絡を電子メ

ールで行います。志願票にメールアドレス（携帯可）を忘れずに記入してください。 

受験票は試験当日受付で受け取ってください。 

Ⅰ期およびⅡ期のほかのコースの受験者へは出願書類を受理後，受験票を郵送します。 
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５ 配慮を必要とする入学志願者の事前相談

 病気・負傷，身体障害および発達障害等の心身の機能の障害（以下，「障害等」という。）に

より，受験上および修学上の配慮を必要とする可能性のある入学志願者は，出願に先立ち，下記

様式に必要事項を記入の上，医師の診断書等を添えて，下記の期限までに入試課教育文化担当に

相談してください。日常生活においてごく普通に使用している補聴器，松葉杖，車椅子等を使用

して受験する場合や，期限後に不慮の事故等により，受験上の配慮が必要となった場合には，速

やかに相談してください。 

 また，障害等の程度によっては，事前の準備が必要となる場合がありますので，本学への出願

を迷っている場合でもあらかじめ相談いただき，進路決定等により特別措置が不要となった場合

には，その旨入試課教育文化担当までお知らせください。 

 なお，事前相談の内容等が合否判定のための資料になることはありません。 

 

（１）事前相談の期限  第Ⅰ期出願者 令和２年 ８月 ３日（月）まで 

            第Ⅱ期出願者 令和２年１１月１６日（月）まで 

                           

（２）相談先  秋田大学入試課教育文化担当 

        〒010-8502 秋田市手形学園町１番１号  ☎018-889-2507 

 

 

（３）様式（Ａ４判）※本様式のデータが必要な方は入試課教育文化担当(E-mail:nyushi@jimu.  

akita-u.ac.jp)までご連絡ください。 

           受験上および修学上の配慮を必要とする入学志願者の事前相談書 
（秋田大学大学院教育学研究科） 

                                                               令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志望専攻等 
 

教育学研究科                    専攻          コース 
                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏   名 
（生年月日） 

 
                                 （昭和・平成  年  月  日） 

連 絡 先 
 

〒  - 
 電話   -   - 

障害等の種類・程度 
※医師の診断書等，配慮を必要とする状況がわかるものを必ず添付してください。 
受験上希望する配慮の内容 
 
修学上希望する配慮の内容 
※入学が確定した場合，学生サポートルームから相談内容について連絡する場合があります。 

出身学校等で取られていた特別措置 
 
日常生活の状況 
             
     
出身大学等 
 

大学名等  
所在地および 
電 話 番 号 

〒  - 
                           電話   -   - 
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６ 選 抜 方 法

入学者の選抜は，学力検査（筆記試験および口述試験）および提出された書類の審査結果

を総合して行います。 

(1) 学力検査科目 

 ① 修士課程 

 

専攻 
 

 

コース 

 

筆記試験 

 

口述試験 

 

心理教育実践

専攻 
 

 

 
 

 

 

 

心理教育実践コース 

（臨床心理学） 
 

 

 
 

 

 

 

◎英語（現職教員を

除く） 
（英和辞書持込み可

 ，和英辞書および 

 電子辞書は不可） 
 

◎小論文 

 （現職教員） 
 

 

◎心理学（専門科目） 

 
 

 

 
 

 

 

 

心理学に関する基

礎的な試問 
 

 

 
 

 

 

 

  ② 専門職学位課程 
  現職教員 

 

専攻 

 

コース 

 

口述試験 

 

教職実践専攻 
 

 

 
 

 

 
 

 

学校マネジメントコース 
 

 

提出された書類に基づく試問および専門分野に関する試問 

 

カリキュラム・授業開発 

        コース 
 

 

提出された書類に基づく試問および専門分野に関する試問 

 

 

発達教育・特別支援教育 

        コース 
 

 

提出された書類に基づく試問および専門分野に関する試問 

 

  学部卒業（予定）者 

 
専攻 

 

 
コース 

 
筆記試験 

 
口述試験 

 

教職実践専攻 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

カリキュラム・授業開発 
        コース 

 

 

 

◎小論文 
「教育実践」に関するもの 

 

 

 

教育に関する基礎
的な試問 

 

 

 
発達教育・特別支援教育 

        コース 

 
 

 

 
◎小論文 

「教育実践」に関するもの 

 
 

 

 
教育に関する基礎

的な試問 

 
 

 

 



― 11 ―- 11 - 

 （2）学力検査期日 
            第Ⅰ期入学試験  令和２年 ９月２６日(土） 
            第Ⅱ期入学試験    令和２年１２月２０日(日） 

 

 （3）学力検査等時間割 

◎心理教育実践専攻 
   現職教員受験者 
   学部卒業（予定）受験者 

 筆 記 試 験   口 述 試 験                      
 
                    

                                 
 

 英語または小論文  心理学（専門科目） 
 

9：00～10：00 
 

 
10：30～12：30 

 

 
  13：00～ 
 

  ◎教職実践専攻 

   現職教員受験者 

小  論  文 口 述 試 験 
 

 
 

     
 

  
13：30 ～    

 

   学部卒業（予定）受験者 

小  論  文 口 述 試 験 
 

 
 

     
 

 
10：30 ～ 11：30 

 

 
13：30 ～    

 

 

（4）受験上の注意 
① 試験室では，すべて試験監督者の指示に従ってください。 

② 試験室では，受験票，黒鉛筆，シャープペンシル，消しゴム，鉛筆削り，定規，めが

ね，ティッシュペーパー，時計（計算，辞書，通信等の機能のついていないもの）以外

の物は，机上に置くことはできません。なお，「辞書持込み可」とされた試験において

は，上記の他に辞書１冊を机上に置くことを認めます。 

③ 試験当日，各受験者の受付開始時間は次のとおりとなります。試験開始 20 分前まで

に試験室等に入室してください。なお，遅刻限度は試験開始後 10 分までとします。 

・心理教育実践専攻受験者 ８：１０ 

・教職実践専攻学部卒業（予定）受験者 ９：４０ 

・教職実践専攻現職教員受験者 １２：３０ 

④ 試験時間中の答案提出は，原則として認めません。  

 

 ７ 試 験 場

    

   秋田大学教育文化学部  秋田市手形学園町１番１号  
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８ 合格者の発表 

第Ⅰ期入学試験 令和２年１０月１３日(火) １６時 (予定) 

第Ⅱ期入学試験 令和３年 １月１９日(火) １６時 (予定) 

 

 手形キャンパス学生支援棟前に合格者の受験番号を掲示するとともに，合格者には「合格通知

書」を送付します。 

 なお，秋田大学ホームページ（https://www.akita-u.ac.jp/admission）に合格者の受験番号

を掲載します。 

 ホームページへの掲載は，情報サービスの一環として行っておりますので，必ず本学掲示板ま

たは合格通知書で確認してください。 

注）電話等による問い合わせには，一切応じません。 

 

９ 入 学 手 続  

 (1) 詳細については，入学手続関係書類送付時にお知らせします。 

 (2) 納付した入学料は，いかなる理由があっても返還しません。 

 (3) 納付金 ①入学料        282,000 円（予定額） 

        ②授業料 （前期分）  267,900 円（予定額） 

             (年 額）  535,800 円（予定額） 

 注１）上記納付金は予定額であり，入学時または在学中に改定された場合には，改定時から新た

な納付金額が適用されます。 

 注２）入学手続完了後，特別な事情により令和 3 年 3月 31 日（水）までに入学辞退の申し出をし

た者が授業料を納付済みの場合には，納付した者の申し出により，所定の手続のうえ，納付

された授業料相当額を返還します。 

 注３）入学前１年以内において学資負担者が死亡するなどの理由により，入学料および授業料の

納付が著しく困難である者を対象に，入学料および授業料の免除または徴収猶予制度があり

ます。詳細については，入学手続書類送付時にお知らせします。 

 

１０ 長期履修制度 

長期履修制度とは，２年間で設定されている教育課程を４年間を上限として履修計画を立て，

長期履修学生として在籍することを可能とする制度です。 

 

 (1)対  象：職業を有している等の事情により，研究科の標準修業年限(２年)を超えて，一定の

期間にわたり計画的に教育課程を履修することを希望する者 

 

 (2)在学期間：４年間を上限とします。 

ただし，認定された履修期間について，特別な理由が生じた場合には，申請するこ

とによりその期間を短縮することも可能です。 

 

 (3)：２年間に支払うべき授業料総額を３年間または４年間に分割して支払います。 

 

〔授業料納入方法例〕 

修業年限 授 業 料 総 額 (1,071,600円) 

２年（標準） 1年目    535,800円 2年目    535,800円 

３    年 1年目  357,200円 2年目  357,200円 3年目  357,200円 

４    年 1年目 267,900円 2年目 267,900円 3年目 267,900円 4年目 267,900円 
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 (4)申請書類：・長期履修に関する申請書(本研究科所定の用紙（本要項とじ込み）) 

        ・在職証明書等(在職が確認できる任意の様式) 

 

 注１）上記は令和２年度の授業料年額による例です。 

 注２）長期在学期間中に授業料が改定された場合には，改定後の授業料の額が適用されます。 

 注３）長期履修に関する申請書を入学試験の出願期限までに提出しない場合は，原則として長期

履修制度を利用することはできません。３年間以上在籍する場合でも，３年目以降の授業

料がかかります。ただし，入学後に特別な事由によりこの制度を利用する必要が生じた場

合は，審査のうえ許可することもあります。 

 注４）許可された長期履修期間を短縮する必要が生じた場合には，短縮後の履修期間が終了する

年度の前年度２月末日までに申請が必要となります。また，長期履修短縮の申請が認めら

れた場合には，長期履修短縮を申請した年度の３月末日までに授業料の差額を支払う必要

があります。この場合，授業料免除が許可になった場合でも差額分の授業料は対象となり

ませんので，履修計画とともに授業料納付についてもあらかじめ計画を立てておく必要が

あります。 

 

１１  教職チャレンジプログラム（教職実践専攻） 

(1) 教職チャレンジプログラムとは 

教職実践専攻において幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校教諭免許状を原則

として１校種（１教科）に限り取得できる制度です。（ただし，中学校・高等学校同一教科は

これに含みます。） 

希望校種にあわせて，学部で開設している教育職員免許状の所要資格を得るための授業科目

を無償で履修し，所定の単位を得ることで１種または２種免許状取得が可能となります。 

ただし，時間割の都合上，必要な授業科目を標準修業年限内で履修できない場合があります。 

また，学部で開設している１種免許状取得に必要な授業科目を履修すると同時に，大学院で

専修免許状取得に必要な授業科目を履修し，各々所定の単位を修得することで，専修免許状取

得も可能となります。履修科目登録の上限は，大学院開講の授業科目も含め，年間４０単位と

なります。学部レベルの教員養成カリキュラムを受講しながら，かつ修士レベルの高度な教育

実践力および専門的な知識の習得を目指します。 

教職チャレンジプログラムは，大学院での研究活動に支障を生じない範囲で利用できる制度

です。 

(2) 履修方法 

希望校種の教育職員免許状の所要資格を取得するために，学士号取得時に履修した科目・単

位で不足している分を，学部において開設されている授業科目によって充当することになりま

す。ただし，教育職員免許状を取得するための単位とは別に，修了要件を満たさなければなり

ません。 

(3) 在学期間 

学士号取得時に履修し終えている教職科目の単位数との関係で，３年または４年になる可能

性があります。 

(4) 授業料 

教職チャレンジプログラムは長期履修制度を意味するものではありませんので，授業料につ

いては，在籍期間分の授業料を支払うことになります。 

なお，教育職員免許状取得に必要な学部の開設科目の授業料は徴収しません。 

 

１２ そ の 他 

(1) 出願についての照会，募集要項の請求および出願書類の提出等は，すべて下記あてとしてく

ださい。 

① 入学試験に関する照会 

照会すべき内容を記入した文書と返信用封筒（定形封筒に受信者の郵便番号，住所およ
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び氏名を明記し，切手(84 円分)を貼付したもの)を同封してください。 

② 募集要項の請求 

封筒のおもてに「大学院教育学研究科学生募集要項請求」と朱書し，返信用封筒(角形

２号封筒(33.2cm×24.0cm)に受信者の郵便番号，住所および氏名を明記し，切手(250 円

分)を貼付したもの）を同封してください。 

③ 過去問題について 

過去２年の間に出題された入試問題を以下のとおり公表しています。 

ただし，志願者がいなかったコースについては，入試問題を作成しておりません。 

 ・本学ホームページへの貼り付け 

   https://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/graduate/graduate_admission.html 

 ・秋田大学入試課窓口での閲覧 

   土，日，祝日および年末年始(令和 2 年 12 月 29 日～令和 3 年 1月 3 日)を除き 

   8 時 30 分～17 時 00 分 

 

 

記 

 

秋 田 大 学 入 試 課 教 育 文 化 担 当 

〒010-8502   秋田市手形学園町１番１号 

☎018-889-2507             

E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ nyushi@jimu.akita-u.ac.jp 
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試験場の案内

秋 田 大 学 教 育 文 化 学 部
〒010-8502　秋田市手形学園町１番１号

●秋田駅前（西口）バスのりば12番から秋田大学前（約６分）

　秋田中央交通バス手形山大学病院線

　秋田大学前下車・徒歩約１分

●秋田駅東口から秋田大学まで

　徒歩約15分（約1,300ｍ）

至
青
森

至
東
京

至秋田中央I・C

●コンビニエンスストア

●コンビニエンスストア

●レンタカー

●
銀
行

秋田大学前

陸上
競技場

野球場

広小路

西口●
バスのりば 東

口
西
口

we
ロード

東西連絡
自由通路

中央通り

南大通り

附
属
鉱
業
博
物
館

横
山
・
金
足
線J

R
秋
田
駅

千秋公園

明田地下道

手形陸橋

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ
●

N
H
K
●

秋田大学
手形キャンパス

教育文化学部

正
門



― 16 ―

- 16 - 
 

入寮希望者の方へ 

秋田大学学生寮について 
 

【入寮案内請求および申し込みについて】 
 

 

入寮案内の請求期間，申し込み期間等に関する詳細は令和２年１１月上旬（予定)に大学ホームページ

（https://www.akita-u.ac.jp）でお知らせします。 

 

入寮案内請求および申請については，合否の発表に関わらず，上記ホームページにある請求期間および申し込み

期間になりますので，ホームページで必ずご確認ください。 

なお，請求期間および申し込み期間を過ぎてからの受付は，一切いたしませんのでご了承ください。 

 

大学トップページの新着一覧および受験生の方へ → NEWS&TOPICS に掲載します。     

 

＊モバイル/スマートフォンの方はこちらからご覧いただけます→ 

  寮・アパート・下宿 に掲載します。 

 
 

本学には次の学生寮があります。 

なお，選考は世帯の収入を重視し，通学状況（所要時間１．５時間以上等），家族数を含めた家庭状況により行

います。 

名 称 定 員 
居室形

態 
居室面積 寄宿料（月額） 入寮対象者 所 在 地 

西谷地寮
にしやちりょう

 １３０名 個 室 
約１８㎡ 

(約１０．８畳) 
２０,０００円 

男子学生 
(留学生含む) 

秋田市手形字西谷地５－１ 

手形寮
てがたりょう

 ４０名 個 室 
約 ９㎡ 

(約５．５畳) 
５,３００円 

女子学生 
（留学生除く） 

秋田市手形田中５－５０ 

本道寮
ほんどうりょう

 ３１名 個 室 
約１６㎡ 

(約９．７畳) 
６,９００円 秋田市柳田字糠塚１００－３ 

＊寄宿料の他，私生活のために使用する光熱水料，インターネット回線およびＮＨＫ受信料等は，自己負担になり

ます。その月額は，１０,０００円程度です。 

 

【募集人数】 
男子寮（西谷地寮）      ３０名程度（留学生含む） 

  女子寮（手形寮・本道寮）   ２０名程度（留学生除く） 

 

 ※例年希望者が多いため希望者の一部しか入寮することができませんのでご注意願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【学生寮に関する問い合わせ先】 

秋田大学学生支援・就職課 

〒010-8502  秋田市手形学園町１番１号   

TEL 018-889-2240 


